
主催 一般社団法人 宮城県病院薬剤師会 

第１５５回宮城県病院薬剤師会学術研究発表会プログラム 

    開催日時：令和7 年 3月 15 日（土） 14：00～16：35 

    開催方法：現地発表（web 配信は行いません） 

会  場：仙台国際センター ３F 白橿１（仙台市青葉区青葉山無番地） 

 

司会 （一社）宮城県病院薬剤師会学術委員会副委員長 鈴木 裕之 

 

開会の挨拶   14：00～14：05 （一社）宮城県病院薬剤師会学術委員会委員長  富岡 佳久 

 

学 術 発 表 １   14：05～14：50 

座 長  千葉 里菜（石巻赤十字病院） 

1. 薬学的介入によりニルマトレルビル/リトナビルの薬物相互作用を発見し対応できた 1 例 
1東北医科薬科大学病院 薬剤部、2東北医科薬科大学 病院薬剤学教室、3東北医科薬科大学病院 

精神科 

○須藤 陸玖 1、柏倉 正太 1、畠山 史朗 1、薄井 健介 1,2、丹生谷 正史 3、岡田 浩司 1,2 

2. 多剤薬剤耐性を獲得した HIV 感染症患者に Lenacapavir を導入した当院 HIV チームとしての

服薬支援 
1仙台医療センター薬剤部、2仙台医療センター看護部、3仙台医療センター地域連携室、 
4仙台医療センター感染症内科、5八戸市立市民病院総合診療科 

○佐藤 萌 1、村多 杏美 1、山口 英美 1、伊東 隆宏 1、西村 康人 1、佐々木 晃子 2、 

鈴木 佳奈子 2、佐藤 華絵 3、今村 淳治 4、伊藤 俊広 4、坂本 拓也 5 

3. 西仙台病院における抗菌薬の適正使用についての調査 

西仙台病院 薬剤部 

〇壹岐 和典 佐藤 晴美 遠藤 幸太郎 

4. 透析患者と非透析患者におけるニボルマブ誘発 irAE の比較検討 

JCHO 仙台病院 薬剤部 

〇高橋 優斗、菅原 浩介、山﨑 翔太、山本 枝美、茂野 健司 

 

 

学 術 発 表 ２   14：5５～15：40 

座 長  前川 正充（東北大学病院） 

5. 心不全治療におけるサクビトリルバルサルタン中止要因の検討 

公益財団法人仙台市医療センター仙台オープン病院薬剤部 

○大原 唯斗、木村 達哉、昆 貴志、森 雅之、栃窪 克行 

6. 当院における骨折リエゾンサービス(FLS)の取り組みについて 

仙台市立病院薬剤科 

〇晴山 優香、阿部 知佳、遠藤 圭介、栃窪 英行、相澤 雄人、菅野 高弘、穂積 壮一、 

畠山 綾子、関川 祐貴子、引地 宗孝 

7. 胸髄腫瘍摘出術施行後の難治性術後疼痛に対する鎮痛薬選択についての一例報告 
1東北医科薬科大学病院薬剤部、2東北医科薬科大学病院薬学部病院薬剤学教室 

〇大崎 綾華 1、大内 竜介 1,2、齋藤 裕子 1、薄井 健介 1,2、渡邊 卓嗣 1,2、岡田 浩司 1,2 



8. ブロナンセリン貼付剤による食形態変更・食事摂取量への影響に関する調査 

坂総合病院 1薬局、2リハビリ室、3食養室、4リハビリテーション科、5救急外科 

〇小倉 知恵美 1、相原 智哉 1、松本 里沙 1、山内 昂 1、大川 悠 2、板先 解子 3、 

池本 あゆみ 3、藤原 大 4、伊在井 淳子 5 

 

学 術 発 表 3   15：45～16：30 
座 長  畠山 史朗（東北医科薬科大学病院） 

9. 宮城県内の病院薬剤師における認定•専門薬剤師資格更新の課題と支援の必要性に関する調査 

ーアンケート調査から見える現状ー 

仙台赤十字病院 薬剤部 

○田口 有里佳、坂田 摩耶、中村 隆志、大棒 雄大 

10. エスゾピクロン服用中の母乳育児の安全性に関する調査 
1東北大学病院 薬剤部、2同 精神科、3同 小児科、4同 産科 

○岩﨑 千尋¹、福田 朱理¹、菊地 紗耶²、大柳 元¹、岩渕 理子¹、八木 舞¹、 

赤井 文香¹、細野 萌子¹、前川 麻央¹、森下 啓¹、野田 あおい¹、小林 奈津子²、 

富田 芙弥²、佐藤 信一³、岩間 憲之⁴、渡邊 真平³、菊池 敦生³、齋藤 昌利⁴、 

富田 博秋²、小原 拓¹、眞野 成康¹ 

11. レセプトデータに基づく妊娠初期のステロイド処方と児の先天大奇形との関連に関する検討 
1東北医科薬科大学若林病院薬剤部、2東北大学病院薬剤部、3東北大学東北メディカル・メガバ

ンク機構予防医学・疫学部門、4東北大学大学院医学系研究科分子疫学分野、5高崎健康福祉大学

薬学部、6東北大学大学院薬学研究科病態分子薬学分野、7鳥取大学医学部付属病院新規医療研究

推進センター、8福島県立医科大学ふくしま子ども・女性医療支援センター 

○八島 一史 1、野田 あおい 2,3,4、岡田 裕子 5、石川 智史 6、都田 桂子 7、 

西郡 秀和 8、眞野 成康 2,6、小原 拓 2,3,4 

12. GVHD 患者における血中薬物濃度モニタリング 

東北大学病院 

○公文代 將希、小林 大典、大槻 彩夏、朝倉 聡美、植木 悠悟、佐藤 祐司、 

前川 正充、眞野 成康 

 
 

閉会の挨拶    16：30～16：35        （一社）宮城県病院薬剤師会副会長 岡田 浩司 

 

「その他、注意事項」 

参加方法 現地にて参加ください。事前登録は不要です。 

参加費  宮城県病院薬剤師会会員・東北病院薬剤師会会員・薬学生 無料 

その他の方 500円 

研修単位 日本病院薬剤師会病院薬学認定 Ⅱ-6 1.5単位（予定） 

  単位申請に必要なキーワードは、発表会中に提示します。 


